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青年部女性部主張発表中部ブロック大会・商工春秋
おしえてプロの視点・消費税軽減税率対応等講習会
富山県事業引継ぎ支援センター・介護事業場就労環境
整備事業
総合支援室のご紹介
いつでもどこでもスマホで申告・インキュベーター施設
入居者募集
11月イベント情報・きときとトピックス
ひかる技術かがやき企業！「㈱TAPP」
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発行日 ● 平成30年10月１日（毎月１回１日発行） 
定　価 ● 一部50円
　　　　　  （商工会員にあっては購読料は会費に含まれています）

発　行 ● 富山県商工会連合会（責任者／石澤義文）
　　　　　　〒930-0855　富山市赤江町1-7
　　　　　　TEL076-441-2716　FAX076-433-8031
　　　　　　URL http://www.shokoren-toyama.or.jp  

　名水のまち、入善町下飯野にある活用施設では、海洋深
層水を用い、水産業の振興に取り組んでいる。キラキラ商
工観光課の飛田さんにお話を伺うと、日本海から汲み上げ
られる深層水はとても清浄であり、太平洋側の深層水と異
なり、年間を通じて１～２℃と、低温な特徴があるのだそう。
安定した低温性をもつ深層水は隣接する工場の冷房用水
との熱交換で工場内冷房のエネルギー削減に使われ、熱
交換で加温された清浄な深層水は、水産振興施設に送ら
れ、カキの浄化に使われるという。深層水は有償で分水が
可能だ。また、施設内にある「にゅうぜん 浜マルシェ」では、
深層水の豊かな栄養性を活かした商品も販売されている。
　「名水のまち」から「名水のまち・海洋深層水のまち」と成
るべく、今この瞬間も活用施設は取り組みを続けている。
住所：富山県下新川郡入善町下飯野２５１番地１
TEL/FAX：0765-76-9100　利用できる時間：9:00～17:00
みどころ：町の深層水の取り組み紹介など
休業日：月曜日（休日の場合は翌日）、年末年始 （12/29～1/3）

ふるさと探訪 ニューツーリズム

入善海洋深層水活用施設（入善町）
シリーズ
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商工
春秋

▼
「
企
業
は
人
な

り
」
こ
れ
は
松
下

幸
之
助
氏
の
名
言

で
あ
る
。
今
年

度
、
商
工
会
で
は
企
業

を
支
え
る
「
人
づ
く
り
」

と
し
て
富
山
県
の
委
託
を
受
け

『
と
や
ま
中
小
企
業
人
材
育
成

カ
レ
ッ
ジ
』
を
六
月
か
ら
開
講

し
て
い
る
。
▼
八
月
末
ま
で
に

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
の
三

講
座
が
終
了
し
、
受
講
者
に
対

し
て
実
施
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、
回

収
し
た
九
十
一
人
の
内
、「
研
修

の
成
果
は
大
い
に
あ
っ
た
」
が

五
十
二
人
、「
あ
る
程
度
あ
っ

た
」
が
三
十
九
人
と
全
員
が
「
成

果
が
あ
っ
た
」
と
回
答
。
ま
た
、

研
修
全
体
の
印
象
に
つ
い
て
は
、

「
非
常
に
良
か
っ
た
」
が
五
十
五

名
、「
良
か
っ
た
」
が
三
十
六

名
と
な
り
、
悪
か
っ
た
と
の
回

答
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
ど
ん
な

点
が
良
か
っ
た
か
に
つ
い
て
は

「
講
師
が
熱
心
で
よ
い
」
が
半
数

以
上
を
占
め
て
い
た
。
▼
受
講

者
の
評
価
も
上
々
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
十
月
以
降
の
申
込
締
切

が
到
来
す
る
『
品
質
管
理
の
考

え
方
・
進
め
方
』
と
『
原
価
管

理
と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
進
め
方
』

の
二
講
座
は
定
員
ま
で
余
裕
が

あ
る
の
で
、
関
係
の
企
業
に
は

人
材
育
成
の
一
助
と
し
て
受
講

を
検
討
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

あ
る
。

「
青
年
部
の
未
来
の
た
め
に
」

「
青
年
部
の
未
来
の
た
め
に
」

富山県代表の堀井さん

　
八
月
二
十
一
日
に
岐
阜
県
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
に
お
い
て
、
平
成
三
十
年
度
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

青
年
部
連
合
会
交
流
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
主
張
発
表
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
お
い
て
、
富
山
県
代
表
の
射
水
市
商

工
会
青
年
部
の
堀
井
保
雄
さ
ん
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

建
設
業
を
営
む
堀
井
さ
ん
は
、
自
分

自
身
の
過
去
の
失
敗
を
踏
ま
え
、
青
年

部
の
研
修
担
当
の
委
員
長
と
し
て
、
模

擬
事
業
所
の
決
算
書
分
析
や
五
カ
年
経

営
計
画
を
作
成
す
る
シ
リ
ー
ズ
化
し
た

研
修
事
業
を
実
施
。
結
果
、
部
員
同
志

で
経
営
に
関
す
る
話
題
が
多
く
な
り
、

補
助
金
を
活
用
し
て
新
た
な
販
路
開
拓

を
実
施
す
る
部
員
が
出
て
く
る
な
ど
、

部
員
間
で
経
営
に
関
す
る
意
識
を
高
め

合
う
こ
と
が
で
き
た
と
発
表
し
た
。

尚
、
最
優
秀
賞
に
は
、
愛
知
県
代
表 

み
よ
し
商
工
会
青
年
部
の
渡
邉
貴
志
さ

ん
が
選
ば
れ
、
平
成
三
十
年
十
一
月

二
十
一
日
に
広
島
県
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
に
出
場
す
る
。

そ
の
後
、
参
議
院
議
員 

宮
本
周
司

氏
よ
り
「
豊
か
で
住
み
や
す
い
地
域
づ

く
り
を
目
指
す
～
商
工
会
青
年
部
と
し

て
の
誇
り
と
役
割
～
」
と
題
し
た
基
調

講
演
が
行
わ
れ
、
中
部
五
県
か
ら
参
加

し
た
青
年
経
営
者
の
資
質
の
向
上
を

図
っ
た
。

富山県代表の荒木さん

　
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
連
合
会
交
流
研
修
会
が
八
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日
に
富
山
県
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

テ
ラ
ス
富
山
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
中
部
五
県
の
女
性
部
連
合

会
の
部
員
約
二
六
〇
名
が
参
加
し
た
。

商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
で
は
、
富
山
県
代
表
の
荒
木
真

理
子
さ
ん
（
射
水
市
）
が
出
場
し
、
女

性
部
活
動
に
参
加
し
て
～
た
だ
ひ
と
つ

の
想
い
と
共
に
～
の
テ
ー
マ
で
発
表
。

優
秀
賞
に
選
出
さ
れ
た
。
な
お
、
最
優

秀
賞
に
は
石
川
県
の
乗
地
さ
ん
が
選
ば

れ
、
十
一
月
に
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

ま
た
、「
商
品
力
」
と
は
何
か
～
地

方
か
ら
ヒ
ッ
ト
を
飛
ば
す
秘
策
～
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
商
品
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
北
村
氏
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。 ❖
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発
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発
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「
人
」
の
生
涯
を
志
向
（
思
考
）
し
て
行
こ
う
！

お
し
え
て
プ
ロ
の
視
点

　

漸
く
、
働
き
方
改
革
法
案
も
成
立
し
、
来
年
度
か

ら
施
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。「
過
労
死
」
の
防
止

等
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、“
少
子
高
齢
化
”
に
よ

る“
人
手
不
足
”を
口
実
に「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
」「
生

涯（
最
低
で
も
八
〇
歳
ま
で
）現
役
」
に
向
け
て
の
“
布

石
”
で
あ
り
ま
す
。

　
「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
」
と
は
、〔
み
・
み
・
さ
・
わ
・

り
〕
が
良
い
様
に
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、人
に
と
っ
て
は
、

大
変
な
こ
と
で
あ
り
、
人
生
の
ど
の
段
階
に
お
い
て
、

“
生
涯
設
計
”
を
如
何
に
具
体
的
プ
ラ
ン
化
し
て
行
け

る
か
が
、
一
生
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。「
生
涯
賃
金
」
と
「
生
涯
収
入
」
が
、
人
の
生
活

水
準（
レ
ベ
ル
）を
左
右
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
現
状
以
上
の
大
き
な
“
格
差
”

を
生
む
こ
と
に
も
な
り
、
一
人
一
人
が
確
実
に
自
覚

を
も
っ
て
、
日
々
の
生
活
に
勤
し
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
ず
、「
生
涯
賃
金
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
日
本
は
、

学
歴
社
会
と
い
う
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
の
約
二
〇
年

後
追
進
を
し
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
即
ち
、

高
学
歴
に
よ
り
、高
収
入
が
得
ら
れ
る
と
い
う
“
夢
想
”

に
勇
躍
し
、
大
学
へ
大
学
へ
と
シ
フ
ト
し
て
き
ま
し

た
。
高
卒
と
大
卒（
短
大・専
門
学
校
卒
含
）の
比
率
が
、

こ
こ
四
〇
年
で
逆
転
し
ま
し
た
。

　
　

・
昭
和
五
〇
年　

…　

高
卒
と
大
卒（
短
大
・
専

門
学
校
卒
含
）
八
／
二

　
　

・
平
成
三
〇
年　

…　

高
卒
と
大
卒（
短
大
・
専

門
学
校
卒
含
）
二
／
八

　

こ
れ
に
よ
り
、「
生
涯
賃
金
」
差
、
約
五
千
万
円
と

い
わ
れ
、
負
担
が
企
業
に
の
し
か
か
っ
て
き
た
の
で

す
。
当
然
、
企
業
は
、
生
産
の
効
率
化
・
機
械
化
・

Ｉ
Ｔ
化
・
Ａ
Ｉ
化　

等
、
様
々
な
手
法
を
駆
使
し
て

生
産
性
を
高
め
て
、
こ
の
負
担
を
乗
り
切
っ
て
き
ま

し
た
。

　

一
方
、社
員
の
側
か
ら
み
る
と
、こ
の
「
生
涯
賃
金
」

上
昇
に
よ
り
、“
核
家
族
”の
進
展
に
よ
る「
住
宅
資
金
」

「
教
育
資
金
」
と
に
な
り
、
現
役
時
代
の
生
活
水
準（
レ

ベ
ル
）向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
の
で
す
。

　

問
題
は
、
定
年（
再
雇
用
就
労
後
）後
の
“
老
後（
リ

タ
イ
ア
）生
活
”
で
あ
り
ま
す
。
現
状
の
年
金
制
度
を

鑑
み
る
に
高
齢
者
ほ
ど
、
特
に
後
期
高
齢
者
以
上
の
人

の
年
金
は
、
生
活
維
持
に
耐
え
う
る
水
準
で
す
が
、
若

年
に
な
る
に
従
っ
て
低
下
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
傾
向
は
、
今
後
も
進
行
し
、
平
準
化
す
る
に

は
か
な
り
の
年
月
を
要
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
現
役
者
は
、「
老
後
資
金
」
を
真
剣
に
考
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
平
均
的
世
帯
で
考
え
て
み
ま
す
。

　
　

・
六
五
歳
時
夫
婦
二
人
平
均
的
生
活
水
準
必
要

月
額
資
金　

…
…
…
…
　

約
三
〇
．
〇
万
円

　
　

・
夫
の
厚
生
年
金
月
額
受
給
額 

	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
　

約
一
五
．
〇
万
円

　
　

・
妻
の
国
民
年
金
月
額
受
給
額　

	

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　

約
六
．
五
万
円

　
　
　

差　
　

額　
　
　
　
　

  　
　

約
八
．
五
万
円

　
　

・
年
間
差
額　

…
…
…
　

約
一
〇
二
．
〇
万
円

　
　

・
二
〇
年
間
（
八
五
歳
ま
で
と
す
る
）

	

…
…
…
…
…
…
　

約
二
，
〇
四
〇
．
〇
万
円

　
　

・
介
護
、
葬
儀　

等
費
用

	

…
…
…
…
…
…
…
…
　

約
五
〇
〇
．
〇
万
円

　

ト
ー
タ
ル
約
二
，
五
〇
〇
万
円
程
度
不
足
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
生
涯
収
入
」
と
い
う
考
え
方
に
て
、“
生

涯
設
計
”
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
益
々
重
要
度
を
増

す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

　
　

・
現
役
時
代
に
不
足
額
を
貯
蓄
準
備
す
る

　
　
・
現
役
時
代
に
資
産（
固
定
資
産
、
投
資
資
産
等
）

と
し
て
蓄
え
る

　
　

・
定
年（
再
雇
用
就
労
後
）後
に
収
入
を
得
る
手

段
を
確
保
す
る

　

現
状
の
中
高
年
へ
の
対
策
と
し
て
、「
生
涯（
最
低

で
も
八
〇
歳
ま
で
）
現
役
」
と
い
う
こ
と
が
、
う
た

わ
れ
出
し
た
の
で
す
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
よ
り
、
最
低
で
も
、

年
間
一
〇
〇
万
円（
月
額
八
万
円
）程
度
の
収
入
を
得

た
生
き
方
を
し
て
行
こ
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

今
後
は
、“
人
手
不
足
”
と
し
て
の
高
齢
者
活
用
か

ら
、「
生
活
資
金
提
供
」
と
し
て
、
働
い
て
戴
き
活
用

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
、
労
務

管
理
に
尽
力
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
、
今
後
の
「
人
」
の
生
涯
を
志
向（
思

考
）す
る
一
助
に
な
れ
ば

幸
甚
で
す
。

　

掲
載
の
、
大
谷
光
演

（
東
本
願
寺
第
二
十
三

世
）書
「
一
道
」
と
あ
る

ご
と
く
、“
人
道
”
に
つ

い
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

を
祈
念
致
し
ま
す
。以　

上

第
5
回

社会保険労務士・行政書士・
キャリアコンサルタント
富山県よろず支援拠点

プロフィール
石油化学会社、医薬品
会社研究所勤務を経て、
藤井事務所として、社
会保険労務士並びに行
政書士事務所を開業。
労務管理・人材活用・
能力開発・キャリアコ
ンサル業務等において
四半世紀に渡り、各種
セミナー、大学等の講
師を受託するとともに
企業支援に携わってき
た。

藤井　正博

開催商工会 テ　ー　マ 日               時 場               所
射水市商工会

消費税軽減税率制度・軽減税率
対策補助金説明会

10 月 10 日 （水） 15：00 ～ 16：30 射水市商工会小杉本所
南砺市商工会 10 月 16 日 （火） 14：00 ～ 15：30 南砺市商工会館

小矢部市商工会 10 月 18 日 （木） 14：00 ～ 15：30 小矢部市商工会本所
高岡市商工会 10 月 30 日 （火） 14：00 ～ 15：30 高岡市商工会戸出支所

富山市北商工会 11 月       5 日 （月） 15：00 ～ 16：30 富山市北商工会本所
高岡市商工会 11 月       6 日 （火） 14：00 ～ 15：30 福岡庁舎大会議室（三階）
南砺市商工会 11 月 13 日 （火） 14：00 ～ 15：30 南砺市福光会館

平成 30 年度消費税軽減税率対応等講習会開催日程平成 30 年度消費税軽減税率対応等講習会開催日程
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年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！
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富山県事業引継ぎ支援センター富山県事業引継ぎ支援センター 事業承継の相談は公的支援機関へ

富山県事業引継ぎ支援センター（富山県新世紀産業機構内）
☎ 076-444-5605　Fax 076-444-5646　E-mail : hikitsugi@tonio.or.jp

相談無料・秘密厳守

承継方法 親族内承継 役員・従業員承継 Ｍ＆A（第三者）

【 役員・従業員承継 】

メ
リ
ッ
ト

●業務に精通している
●他の従業員の能力を
把握している
●他の従業員や取引先
の理解が得やすい

デ
メ
リ
ッ
ト

●経営者としての資質
が課題となる
●後継者の株式取得な
どの資金力がない
●金融債務に対する後
継者の連帯保証了解
の取付け、現経営者
の保証解除が難しい

【 役員・従業員承継（例） 】

(1) 関係者の理解
・現経営者の親族の意向や後継者候補の経営方針の確
認と本人の了解の取付け
・社内や取引先・金融機関に対する公表

(2) 後継者教育
・社内ローテーション、責任ある地位への登用等
・社外教育の活用（セミナーへの参画等）

(3) 会社の強み・弱み
の共有と伝承

・経営理念、ノウハウ、顧客ﾈｯﾄﾜｰｸなどの目に見えに
くい経営資源（知的資産）を後継者へ伝承
・会社の実態を丁寧に伝える

(4) 株式・財産の分配
・後継者への自社株式・事業用資産の集中
　（事業承継税制の活用、会社法〈議決権制限株式等〉
の活用、金融機関の融資、投資会社の出資等）

(5) 個人保証・担保の
処理

・債務の圧縮
・現オーナー経営者の個人保証、後継者の連帯保証の対応
　→金融機関との交渉、後継者の負担に見合った報酬等

※「申込書」は、富山県労働基準協会のホームページ（新着情報）から印刷してください。

では、就労環境を整えるお手伝いをします。介護事業場就労環境整備事業介護事業場就労環境整備事業

労務管理に
少々不安を感じている　介護事業者の皆さん！

無料です‼

「ＨＯＷ ＴＯ 介護の労務管理セミナー」
日時　平成 30 年 11 月 15 日（木）13：30 ～ 16：00
場所　富山県市町村会館（富山市下野 995-3）
申込　申込書を FAX してください。

①「セミナー」で解説して支援 ②「個別に訪問」して支援

難しい法律用語も平易にわかりやすく解説。 専門家が現場を巡回した上、
助言します。

※この「介護事業場就労環境整備事業」は、
　厚生労働省から受託して企画運営しています。

採れない！ 定着しない！ 育たない！

（公社）全国労働基準関係団体連合会（全基連） 富山県支部
〒 930-0873　富山市金屋 767-30　（一社）富山県労働基準協会内
TEL 076-442-3966　　FAX 076-442-3992

問い合わせ
申込先
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●売上・受注の不振が続いている　　　　　　　	 ●雇用関係の問題が発生した
●赤字が増えて困っている　　　　　　　　　　	 ●従業員のモチベーションを上げるには
●借入金の返済が思うようにできなくなった　　	 ●採用募集しても人が集まらない
●自社で使える補助金を教えてほしい　　　　　	 ●取引先とトラブルになっている
●販路開拓したい　　　　　　　　　　　　　　	 ●人材を育成したい
●商品をＰＲしたい　　　　　　　　　　　　　	 ●ホームページで売上を拡大したい
●商品開発やデザイン開発をしたい　　　　　　	 ●ＩＴを活用して事務の効率化を図りたい

専門家があなたの悩みに親切にアドバイス！
経営に関することでしたらなんでもＯＫ！

その１

私たちが応援します！（スタッフ紹介）
嘱託専門指導員のご紹介（①専門分野②趣味③ひとこと）

その２

藤野　　博
①雇用安定・労働条件及び

安全衛生等に係る相談・
指導

②スポーツ観戦
③各商工会への積極的な巡

回を実施し、会員への経
営支援業務の充実を図っ
ていきたい。

水持　雄一
①金融・資金繰り
　経営計画、事業整理
②大谷、畑岡、大坂の応援
③経営課題克服に商工調停

士（弁護士等専門家）を
活用ください。

堀　　信昭
①ＩＴ・情報化関連
②テニス、スポーツ観戦
③スマホは持っていません

が皆様の情報化対策に役
立ちたいと思います。

米田　孝志
①新商品・新技術開発
②アマチュア無線
　渓流釣り、山菜採り
③この年齢になると「一期

一会」が大切に感じられ
ます。

富山県商工会連合会　総合支援室　〒 930-0855　富山市赤江町 1-7　又は最寄りの商工会
TEL　076-441-2716　FAX 076-433-8031申込み・問い合せ先

総合支援室の紹介総合支援室の紹介総合支援室の紹介 ～総合支援室って　　　
　　どんなことしているの？～

～総合支援室って　　　
　　どんなことしているの？～

秘密
厳守

相談
無料

富山県商工会連合会
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税務署でＩＤとパスワードを取得して

いつでもどこでも
スマホで申告

そうだよ！
税務署でＩＤとパスワードを受け取れば
自宅から申告できるよ♪

ねぇ、イータ君
税務署に行かなくても
確定申告できるらしいね～

ＩＤとパスワードを発行してもらい
たいけど、平日仕事なんだよね～

会社の近くの税務署でも
ＩＤとパスワードを
もらえるよ！

え！？そうなの！
早速、行ってみるよ！

※ ＩＤ・パスワードの発行は、年が明けると混むから年内がお勧め！

～確定申告の時期～

平成 年（ 年）１月以降、申告書を （国税電子申告・納税システム）で送信
（提出）するためには、マイナンバーカードとＩＣカードリーダライタを使用するマイナン
バーカード方式と、ＩＤ（利用者識別番号）とパスワード（暗証番号）があれば利用できる
ＩＤ・パスワード方式があります。

ＩＤ・パスワード方式による手続きの流れについては裏面へ

「確定申告書等作成コーナー」で作成した申告書は、
ＩＤとパスワードがあれば、 で送信（提出）できます。

１ ２

３ ４

国税庁
キャラクター
イータ君

やったー！
昼休み中にスマホから
簡単に申告ができた！

やったね～！

➡

なお、ＩＤ・パスワード方式は、スマートフォンでも利用できます。

◎ 税務署に行く手間がかかりません！
◎ 画面の案内に従って金額などを入力するだけで、

申告書が作成できます！
◎ 確定申告期間中は 時間いつでも利用できます！
◎ パソコン、スマホ、タブレット端末のいずれも利用可能！
◎ ご不明な点は電話で問合せできます！
（電話番号等は、国税庁ホームページをご覧ください。）

◎ で取得したＩＤとパスワード（ＩＤ・パスワード方式）を利用して
で送信すれば申告完了！

◎ で送信すれば、源泉徴収票などの添付書類は提出不要！
（自宅で保管する必要があります。）

◎ 送信するデータの控えは、ＰＤＦ形式で保存できます。
（注）１ 「確定申告書等作成コーナー」でのみ利用できます。
（注）２ 平成 年（ 年）１月以降、 ホームページから確認できるメッセージボックス

に保管されている受信通知（ での申告履歴）や税務署からのお知らせなどを確認する
には、マイナンバーカード等での認証が必要となりますのでご注意ください。

（注）３ ＩＤ・パスワード方式は、暫定的な対応であるため、お早めにマイナンバーカードの取得を
お願いします。

ＩＤ・パスワード方式
を利用するための手続き

３ 作成コーナーから で送信（申告書を提出）

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」へアクセス

１

２

◎ お近くの税務署で職員と対面による本人確認の後、ＩＤとパスワードを
即日発行します！

（注）１ 勤務先のお近くの税務署でも発行できます。
（注）２ 確定申告期に限らず、いつでも発行が可能です。

（税務署が開庁している日に限ります。）

（注）３ 運転免許証などの本人確認書類をご持参ください。
（運転免許証のほか、マイナンバーカードや公的医療保険の被保険者証などがご利用できます。）

タブレット端末等をご使用の
方はこちらをご利用ください。

ＩＤ・パスワード方式の申請

作成コーナー

〒

税務署

申告書の印刷や
郵送は不要です

・ 平成 年（ 年）１月以降も、引き続き、従来の方法でも による申告書の送信ができます。
・ 国税庁では「マイナンバーカード方式」を推奨しています。

※ ＩＤ・パスワード方式による申告は、平成 年（ 年）１月からとなります。

※ この申請は、平成 年（ 年） 月以降、行っています。

　㈱富山県産業高度化センターでは、起業や創業される方のためのインキュベータ室の入居者を募集しています。
　㈱富山県産業高度化センターは、国、県、高岡市などの出資によって設立された産業支援機関です。「富山県総合デ
ザインセンター」及び「高岡市デザイン・工芸センター」に隣接しており、貸オフィス・インキュベータ室のほか、
研修室、会議室、展示室等の各種支援施設を提供しています。

・問合せ先：㈱富山県産業高度化センター　
　　　　　　〒 939-1119　高岡市オフィスパーク５番地
　　　　　　TEL：0766-62-0500　FAX：0766-62-0501
　　　　　　http://www.suncenter.co.jp/tskc/NEWYEAR2008/index.htm
　　　　　　E-mail：kodoka05@suncenter.co.jp

・募集室数：１室（32.55㎡）
・家　　賃：70,308 円／月
・敷　　金：家賃の３ヵ月分
・共 益 費：家賃に含む

・駐 車 場：無料
・アクセス：高岡市内中心部から車で 15分。
　　　　　　北陸自動車道高岡砺波スマート ICから車で 3分。
・申　　込：随時受け付けています。

㈱富山県産業高度化センターインキュベータ室入居者募集
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第15回南砺菊まつり 11/3(土・祝)～11月11日(日) 南砺市役所福野行政センター 0763-22-1100

ふくおか産業フェスティバル 11/3（土・祝） ふくおか産業フェスティバル実行委員会 0766-64-1426

細入まつり 11/4（日） 細入まつり実行委員会 076-485-2111

なりひら風の市 11/10（土） 富山市八尾山田商工会 076-455-3181

阿曾の市 11/10（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

庄川ゆずまつり 11/10（土）～11/11（日） 庄川ゆずまつり実行委員会 0763-33-1111

風の盆ステージ・町なかミニツアー 11/10（土）・11/24（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

第 13回射水市農業産業まつり 11/10（土） 射水市商工会小杉本所 0766-55-0072

おやべよってかれマーケット 11/18（日） 小矢部市商工会小矢部支所 0766-67-0756

相倉合掌造り集落ライトアップ「冬支度 - 雪待つ合掌集落 -」 11/23（金・祝）～11/25（日） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

第 33回福野ごっつぉ里いもまつり 11/23（金・祝） 南砺市商工会福野事務所 0763-22-2536

ふれあい青空市「やまだの案山子」 11月（月・火・水・土・日・祝） ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

イベント名 開催日 お問合せ先

平成30年度　県の９月補正予算（商工関係）
県の９月補正予算が編成されました。主な商工関係予算についての概要は以下のとおりです。

ヘルスケア産業創出事業	 6,000千円

IoT 導入加速化事業	 　3,300千円

ものづくり生産性向上アイデア創出事業	 1,350千円

とやまの未来を創造する若手事業者懇話会の設置	 3,000千円

学生による「とやま仕事発見・魅力発信」事業	 5,000千円

留学生の就職力向上・魅力発信事業	 3,000千円

新

新

新

新

新

新

新たな成長産業としてヘルスケア産業の創出を目指す研究会の設置やマッチング支援等を実施

IoT 導入の契機として、IoT 機器をものづくり企業に貸し出し、現場での実証機会を設定

東京大学や県内大学等の学生がものづくり企業の視察や経営者との対話等を通じ、生産性向上のアイデアを創出

若手事業者の成果や課題の発表、評価等により今後のとやまの未来創造に向けた方向性を検討

県内学生が人手不足業界の企業訪問等を行い、その魅力を発掘・発信するほか、Ｔターンキャンペーン等を実施

留学生を対象としたエントリーシートや面接など就職活動対策の日本語講座や首都圏での魅力発信セミナーを開催

平成30年度とやま中小企業チャレンジファンド事業のご案内平成30年度とやま中小企業チャレンジファンド事業のご案内平成30年度とやま中小企業チャレンジファンド事業のご案内 二次
募集

地域資源活用事業
　産地の技術や農林水産品、観光資源など富山県が指定する地域資源を
活用し、①新商品・新サービスを開発しようとする事業②それにともなっ
て行う販路開拓（県外・国外）事業（①、②が生産性向上につながるも
のであること）

ものづくり研究開発支援事業
　新商品・新技術の研究開発等による競争力強化の取組み（ただし、販
路開拓経費は助成対象としません。）

ビジター対応ビジネス支援事業 
　北陸新幹線開業、外航クルーズ及び台北便就航等交通基盤の拡充に関
連した新商品・新サービスの開発に係る事業、国内外の観光客への対応
に係る事業

販路開拓挑戦応援事業 
　国内（県外）又は国外の見本市・展示会等への出展、市場調査、広報、
海外マーケティング等の取組みにおける下記の事業（県外については北
陸新幹線関連を優先）
①展示会、見本市への出展、商談会への参加②市場調査に関する活動（県外
の市場調査単独の事業は不可）③自社製品等の広報に関する活動（県外向け
の広報単独の事業は不可）
小さな元気企業応援事業 
　小規模企業者における次の（1）又は（2）のいずれかに該当するも
のが行う、新商品・新技術開発、国内（県内は除く。）、国外向け販路開
拓、事業活動を支える人材育成

(1) 2 社以上の小規模企業者の連携によるもの
(2) 商工団体の経営指導や専門家派遣を受けた事業計画によるもの（商工

団体の意見書添付が必須となります。）

問い合わせ先　　（公財）富山県新世紀産業機構　　企画管理課　　Tel.076-444-5600  Fax.076-444-5642
　　　　　　　富山県商工労働部経営支援課　　地域産業係　　Tel.076-444-3249  Fax.076-444-4402

TONIO 富山県

募集期間　平成30年９月12日（水）～10月11日（木）午後５時必着
応募方法など詳細はホームページで
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㈱
Ｔ
Ａ
Ｐ
Ｐ
は
平
成
二
十
六
年

四
月
に
射
水
市
に
て
設
立
さ
れ
、

造
形
師
で
あ
る
社
長
の
丸
山
達
平

氏
が
中
心
と
な
り
仏
像
か
ら
人
気

少
年
漫
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
銅
像

の
原
型
制
作
ま
で
幅
広
く
手
掛
け

て
い
る
。

　
当
初
は
個
人
事
業
主
と
し
て
事

業
を
開
始
し
、
平
成
十
八
年
に
デ

ザ
イ
ン
・
制
作
し
た
イ
カ
型
の
Ｕ

Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
（
Ｍ

ｏ
Ｍ
Ａ
）
の
ア
ー
ト
グ
ッ
ズ
販
売

店
舗
『
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｉｇ
ｎ

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
』
に
て
販
売
さ
れ
る

な
ど
の
実
績
を
積
ん
で
き
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
ル
ア
ー
、

　
　
　

 

魚
専
用
包
丁

今
ま
で
に
無
か
っ
た
物

　
　
　

  

を
送
り
出
す

　
丸
山
氏
は
造
形
師
と
し
て
の
業

務
の
傍
ら
、
技
術
を
生
か
し
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
ル
ア
ー
制
作
や
魚
専

用
包
丁
の
企
画
に
携
わ
っ
て
き
た
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
ル
ア
ー
の
制
作
に

あ
た
り
、
午
前
中
は
新
湊
の
漁
師

と
し
て
、
午
後
か
ら
は
本
業
の
造

形
師
と
し
て
働
く
二
足
の
草
鞋
を

履
く
生
活
を
二
年
続
け
、
魚
の
生

態
や
特
性
を
学
ん
だ
。
海
で
生
き

て
泳
い
で
い
る
本
物
の
餌
の
姿
に

似
せ
た
ル
ア
ー
は
魚
の
食
い
つ
き

が
よ
く
、
ホ
タ
ル
イ
カ
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
商
品
は
累
計
八
万
個
を

売
り
上
げ
る
な
ど
好
評
を
博
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
漁
師
と
し
て
の
経
験
か

ら
様
々
な
魚
を
一
本
で
さ
ば
く
こ

と
が
で
き
る
包
丁
『
サ
カ
ナ
イ
フ
』

を
開
発
し
た
。
様
々
な
特
性
の
刃

を
一
本
の
包
丁
に
集
約
す
る
こ
と

に
よ
り
、
鱗
取
り
か
ら
三
枚
お
ろ

し
ま
で
の
す
べ
て
の
過
程
を
容
易

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　『
サ
カ
ナ
イ
フ
』
の
発
売
に
あ
た

り
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
目
標
額
を
大

幅
に
上
回
る
七
百
五
十
万
円
を
集

め
た
。
大

手
百
貨
店

で
の
取
り

扱
い
が
決

定
し
て
お

り
、
新
聞

等
メ
デ
ィ

ア
の
取
材

も
多
く
注

目
さ
れ
て

い
る
商
品

で
あ
る
。

支
援
機
関
と
の
か
か
わ
り

商
工
会
の
活
用

　
丸
山
氏
は
父
親
も
商
工
会
に

入
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
創
業
当
初

よ
り
商
工
会
を
利
用
し
て
お
り
、

主
に
税
務
や
労
働
保
険
業
務
で
利

用
し
て
い
る
。
そ
れ
と
並
行
し
て

富
山
県
新
世
紀
産
業
機
構
に
よ
る

専
門
家
派
遣
を
活
用
し
、
指
導
を

受
け
て
い
る
。
補
助
金
の
情
報
に

つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
関
係
か
ら
入

手
し
積
極
的
に
応
募
し
て
お
り
、

『
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
』

の
採
択
を
受
け
た
際
は
『
サ
カ
ナ

イ
フ
』
の
使
い
方
を
解
説
す
る
動

画
制
作
等
の
広
報
に
活
用
し
た
。

昨
年
富
山
県
商
工
会
連
合
会
が
主

催
し
た
『
か
が
や
き
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ

Ａ
逸
品
フ
ェ
ス
タ
』
に
も
出
展
し
、

大
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
と

な
っ
た
。

他
社
の
技
術
の
活
用

若
手
の
育
成
と

　
　
　今
後
の
展
望

　『
サ
カ
ナ
イ
フ
』
専
用
の
匂
い
が

残
り
に
く
い
錫
製
ま
な
板
や
オ
リ

ジ
ナ
ル
ル
ア
ー
は
、
高
い
金
属
技

術
を
持
つ
高
岡
の
企
業
と
の
協
業

が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
で
き
た
商
品

で
あ
る
と
丸
山
氏
は
語
る
。
展
示

会
へ
の
出
展
は
年
に
四
回
程
度

行
っ
て
お
り
、
近
年
の
日
本
食
ブ
ー

ム
を
背
景
と
し
た
海
外
バ
イ
ヤ
ー

か
ら
の
引
き
合
い
が
あ
り
魚
料
理

へ
の
注
目
に
手
ご
た
え
を
感
じ
て

い
る
。
現
在
『
サ
カ
ナ
イ
フ
』
の

廉
価
版
の
開
発
を
進
め
て
お
り
、

最
終
的
な
目
標
は
『
世
界
中
の
一

家
に
一
本
の
サ
カ
ナ
イ
フ
』
と
な

シ
リ
ー
ズ 

ひ
か
る
技
術
か
が
や
き
企
業

シ
リ
ー
ズ 

ひ
か
る
技
術
か
が
や
き
企
業

造
形
の
技
術
を
応
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発
！

　
　
　
　  

目
標
は「
世
界
中
の
一
家
に
一
本
」

造
形
の
技
術
を
応
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発
！

　
　
　
　  

目
標
は「
世
界
中
の
一
家
に
一
本
」
㈱ＴＡPＰ

（射水市商
工会）

る
よ
う
普
及
を
目
指
し
て
い
る
。

　
丸
山
氏
は
造
形
師
と
し
て
、
次

世
代
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
東
京
な
ど
で
開
か
れ
る
セ
ミ

ナ
ー
に
積
極
的
に
参
加
し
、
講
師

と
仲
良
く
な
り
富
山
県
内
で
セ
ミ

ナ
ー
を
主
催
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
も

活
躍
す
る
講
師
を
招
聘
し
、
高
岡

の
鋳
物
師
や
彫
金
師
な
ど
も
参
加

す
る
中
で
腕
を
磨
き
続
け
て
い
る
。

日
本
の
造
形
師
と
し
て
第
一
人
者

と
な
り
、
名
前
を
残
し
た
い
と
意

気
込
み
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。


